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Leading Edge 

 

Greeting 

JAA 会員の皆様、いかがお過ごしでしょうか？ 季節報 JAA Leading Edge Spring 号をお届けします。今
号では、2018 年の皆様との活動を通して、2019 年の新たな目標が見えてきた…そんな報告ができる事
をとても嬉しく思います。ぜひ最後までお読みください！ 
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1.【会長挨拶】 
「2019 年は、行政へのアプローチに 
積極的に取り組む年に」	
	

「災害列島」という名称がただの枕詞ではなく、

まさに日本の別名であるかのように、次々と自然

災害が続いています。気象の変化の影響もあり、

水害が増加している近年。これからもっと災害が

増えることが予想されます。だからこそ、JAA の

役割はより重要なものになっていきます。今回の

会報で報告する 2018 年の２つのイベントは、JAA

の今後のあるべき姿に近づく、進歩を感じるもの

となりました。これは非常にうれしいことです。

そしてこれは、会員の皆様ひとりひとりのおかげ

でもあります。 

 岡山県真備町の救助活動で得た課題があってこ

そ、今後の JAA がすべきことを探り出すことにつ

ながりました。2018 年は、2019 年に飛躍するた

めの足元を固めていく、準備の年でした。これま

で JAA が歩んできたことを糧に、次なるステージ

に向けて与えられた時間と感じています。 

 
2. 西日本豪雨に見舞われた真備町での 
救助活動について 
	

 7 月 9 日、真備町を襲った水害の救助活動に向

かいました。その時の Facebook の投稿から引用。  

「真備町は盆地のような地形で、なかなか引かな

い水を夜通しポンプで汲み出していました。長靴

を履けばどうにか歩ける所もあり、自宅を気にし

て様子を見に戻る住民も。私たちはそんな方達を

エアボートで送迎しました。自宅にペットを残し

て避難していたご夫婦は、無事だったワンちゃん

を抱きかかえ、泣きながら避難所へ戻っていきま

した。その後もエアボートで水没した所を見回り

ましたが、救助を必要とする人の気配は感じませ

んでした。相当な音を響かせて走っても反応がな

いことをハイパーレスキュー隊に報告しました。 

活動は捜索へとシフトする様子で、避難のための

人の移動を目的とする私達は、引き上げることに

しました。被災地と被災者の皆様が、一日も早く

元気になることを願っています。」  

	 この時、いち早く救助に向かいたくても道路が

封鎖され、一般車両は足止めとなり、通常なら到

達まであと 2 時間のところを 17 時間もかかると

いう事態になり、任意団体が「救助に赴く」とい

うこと自体がいかに大変かを思い知らされました。 

以前の救助活動では、目の前で救助を求めてい

る人がいても、公的機関と連携している場合、勝

手には動けないので、もどかしい思いを味わった

こともありました。 

 しかし、ここで得た課題が、次へとつながるこ

とになりました。（活動報告②参照） 

	

早朝の真備町。水害現場にて 

 

3. 茨城県境町「利根川大花火大会」 
での水上パトロール 
	 	

「利根川大花火大会」は毎年境町で行われる関

東最大級の花火大会です。花火打ち上げまでの時
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間、若旦那、AKB48など華やかなアーティストの

ステージで楽しみ、メインイベントの花火は

22,800 発という大イベント。そんなお祭りの中、

JAAはエアボートで、危険エリアに船舶が入らな

いように水上で待機。 

 この待機の仕方が、通常の船による水上待機と

はまったく異なります。それは、待機が「停泊」

ではなく、浅瀬に「座礁」している、という点。

船底にスクリューがないからこそ座礁することが

でき、その間、船体はまったく揺れません。停泊

では、近くをほかの船が通過すると干渉されて揺

れますが、そういったこともありません。揺れな

いということは、船内で細かい作業ができるとい

うこと。救助艇としての可能性をさらに広げるこ

とにつながるのかもしれません。 

 
待機中も浅瀬に乗り上げられるため、船は揺れません	

	

4.【活動報告①】 
JAA Meeting - Summer 2018  
in YAMANAKAKO 
実施日：2018 年 8 月 3日(土) - 4 日(日) 

至：フレッシュエアー山中湖ベース  

	

 8 月 3 日～4 日の週末、フレッシュエアー山中

湖ベースに会員 30 人が集合し、2日間にわたって

の初めてのワークショップイベントが開催されま

した。 

 
暑い日だったため、日除けの設営から始まりました	

	

今回の大テーマは、JAA所有第１号となるエア

ボートの製造。「エンジン搭載・始動」「船体の不

沈仕様」「船体ペイント」をしました。JAA の救

助活動用エアボートを持つための念願の企画でも

あります。 

１泊のイベントとなるため、山中湖ベースの 2

階を女性専用スペースとして開放、男性用の青空

シャワールームを作りました。また、楽しみな食

事のために、屋外に大きな仮設キッチンが登場。

ここが会員同士の交流ができる場所になり、知ら

ない人同士でも会話が始まる場所ともなりました。 

	

地元の会員も増え、にぎやかにスタートしました 
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不沈構造を目の当たりにするワークショップ 

 

エアボートを作るワークショップは、佐々木会

長が準備してくれたパーツをプラモデルのように

ボルトオンで組み立てることでした。その陰には、

事前に穴をあけたり、ボルトを選定したりといっ

た綿密な準備がありました。その下準備をはじめ、

当日の草刈り、テント設営、食事のしたくなどメ

ンバーで分担し、楽しんでもらうイベントになり

ました。皆様のご協力に心から感謝します。 

 

青空の下で、船体を組み立て、不沈構造のかな

めとなる部分を作り、塗装。フレッシュエアーの

工具を使って溶接というハードな作業をする方が

いる一方で、普段、工具とは無縁の女性軍が、養

生テープを貼ったり細やかな塗装をしたりと、

個々ができることを生かして、船づくりに参加す

ることができました。 

 
吹き付け塗装は女性も交代で挑戦！	

 
知識としては、フレッシュエアーのエアボート

は、発泡スチロールを敷き詰めることによる不沈

構造だということは頭でわかっていても、実際に

「こうなっているんだ」とわかる、まさに「百聞

は一見に如かず」を目の当たりにすることになり

ました。 

 
2 日目終わり、達成感でいっぱいの記念撮影	

 
夜の部 懇親会 

 

懇親会には、日中のワークショップの参加者だ

けでなく、地元の方も参加。また、お子さん連れ

で家族参加してくださった方もいました。料理は

ビュッフェスタイルで、飲み物はクーラーボック

スに入れて提供しました。 

また、生バンドの本格的な演奏やセッションな

どもありました。昼とは違った楽しい夜、皆で楽

しむ素晴らしい懇親会となりました。 

 

元プロミュージシャンも参加の本格的なライブ	
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夏のミーティングイベントは毎年開催していま

すが、こうしたワークショップをしたのは初の試

み。参加者全員で共通目的に向けて、何かを作る

ということ自体が、ただ「楽しかった」という思

い出だけにとどめないものになりました。工場の

作業場でしか見られない、表では見られないこと

に、自分が関わるという面白さがありました。さ

らに、初めて会った人も多いのに、素晴らしいチ

ームワーク。会員同士の結束も深まったイベント

になったのではないでしょうか。 

 また今年も、この続きのワークショップをして

いきます。目指すは進水式。今後もご期待くださ

い。 

 JAA 会員の道の駅さかいさんから贈って頂いた

立派な野菜達は、とても美味しくて、特に会員特

製の冷製コーンスープは大好評でした。 

 他にも、ご参加の皆さまから美味しい差し入れ

を頂いたり、音楽で参加して頂いたりで、会を盛

り上げてくれました。 

	
道の駅さかいさんから送っていただいた新鮮野菜たち 

	

	

	

	

	

	

5.【活動報告②】 
JAA Meeting - Winter 2018  
in TOKYO 
実施日：2018 年 12 月 26 日(水) 

会場：ニュー新橋コワーキング 

 
毎年恒例の JAA 忘年会。おいしい食事を楽しみ

ながらの、会員同士の交流の場ですが、今年は「た

だ楽しかった」だけではないものに、ということ

で、佐々木会長によるミニレクチャーを企画しま

した。そのため会場も、飲食店ではなく、コワー

キング・イベントスペースを貸し切り、食事はケ

ータリングサービスを利用しました。 

 乾杯の前に、まずは佐々木会長によるミニレク

チャー。テーマは真備町での活動の報告と、そこ

で学んだことについて（2ページ参照）。その経験

こそが、私設救助隊サンダーバードジャパンを作

るに至った経緯となったと話されました。 

 

佐々木会長によるミニレクチャー 

 

この講演の後日談となりますが、その後、支援

物資を積んでいることで通行止めの道も進めるよ

うに、被災地に迅速に到達できるようになるため

の具体的な取り組みが始まっています。 
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乾杯、そして恒例のオークション、エイドも開催 

 

 ミニレクチャーでは全員着席していた会場を、

立食パーティー会場に変更すべく、みなさんのご

協力をいただきました。ケータリングのお料理も

準備完了し、乾杯。まずは、2018 年の JAA の活

動をまとめたショート動画が流れました。続いて、

オリジナル T シャツのご紹介、参加企業各社様を

ご紹介しました。 

 続いてオークション。今年もオークションレデ

ィの華やかなパフォーマンスで会場は盛り上がり、

たくさんの落札をいただきました。この収益の半

分を JAA の活動に還元していただきました。 

 JAA エイドは、今回はかけたアルファベットの

列ごとに参加者にステージ側に出ていただき、じ

ゃんけんで勝者決定戦に。今年もたくさんのご参

加、ありがとうございました！ 

 

ジャンケンも真剣！ 

 

 盛りだくさんのプログラムで、あわただしくは

ありましたが、夏のミーティングに続き、ただの

懇親会にはならなかったことで、さらに交流を深

めることができたのではと思っています。 

 
 

6.【Airboat Tips】 
エアボートとホバークラフトの違いに 
ついて 第 4 回 
 
「コーナーリング性」について 

 

 ホバークラフト(以後、ホバー)と混同されがち

なエアボート。JAA の会員の皆様には、その違い

を知っていただきたく連載しています。前回はエ

アボートとホバーの救助艇としての違いをお伝え

しました。今回はコーナーリング性の違いについ

てです。 

 エアボートは、基本的に船体(ハル)が水に浸かっ

た状態で浮かんでいるのに対し、ホバーはスカー

トから空気を送り出すことでクッションエアーを

発生させ、水面上に浮上しています(走行時)。簡単

に言うとホバーはエアホッケーのパックの様な状

態です。このことは、Leading Edge 2018 年秋号

の Airboat Tips により詳しく記載しています。 

 この違いを前提に、双方のコーナーリング性を

比較してみましょう。【図①】をご覧ください。 

 

【図①】 
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 この様なコースのコーナーリングの場合、★で

示したクリッピングポイントを通過していくもの

とします。理想的なラインは【図①】に示したラ

インでの旋回です。このようなコーナーリングを

しようとした場合、エアボートとホバーはどうな

るでしょう。 

 【図②】【図③】をご覧下さい。 

 

【図②】 

 

【図③】 

 

どちらの船も船体後方に付いているプロペラが

発生する風の方向を変えて旋回します。その風の

方向を太い矢印で表しています。今回の場合は左

に旋回したいので、船首を左に向けて行くために

左後ろ方向に風を吹き出しますが、この時どうし

ても理想のラインから右方向にスライドしてしま

います。これを「キック」と呼び、その量がエア

ボートとホバーで異なってきます。同じ大きさの

横方向の力が加わると、ホバーは水面上に浮上し

ていることで抵抗が非常に小さく、キックの量は

大きくなります。一方、エアボートはハルが水の

抵抗を受ける分キック量が小さくなるのです。 

次に、クリッピングポイントを通過しようとし

た時はどうでしょうか。同様の理由でホバーは外

側に膨らんでしまいがちとなります。ツルツルの

氷上を普通のタイヤを履いた車で曲がるのと似て

います。ごく低速ならば差は少ないかもしれませ

んが、ある程度速度が上がると、図③のようにク

リッピングポイントから外れてしまうという現象

がホバーには起こります。一方、エアボートは氷

上専用タイヤを履いた車のような感じでしょうか。

ある程度のスピードまでならば、思った通りのラ

インで理想のクリッピングポイント上を通ってい

けるはずです。 

広い水域であれば、こうした違いは許容される

かもしれませんが、狭い水路や水害で水没してし

まった街中で運用することを考えると、理想に近

い旋回ラインで通過できるかどうかは、救助活動

において非常に重要なポイントとなるはずです。 

（広報：細谷知広） 
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7. JAA オリジナル T シャツつくりました	
	

今回作成したオリジナル Tシャツは、法人会員

の皆様にスポンサーを募り、各社のロゴマークを

袖とバックにプリントしました。昨年末の会員イ

ベントで、初めて皆様にお披露目、販売しました。

この収益は JAAの活動費に充てられます。 

 
購入ご希望の方は JAA までお問い合わせください 

 

協賛金ご協力企業（順不同）  

(株)モリタホールディングス  

ボートレース宮島 

(株)MED-1 Asia 

(株)さかいまちづくり公社  

(株)ビ・ボーン   

(株)武鳶興業   

(有)太平洋マリン  

GURNEY GOO   

松下雄二屋   

(有)プライムワークス   

(株)アニー・ディ   

(株)トップドア   

(株)フレッシュエアー 

 

ご協力に心から御礼申し上げます。 

8. NEW!【 会員紹介コーナー】 
	

日頃 JAA ミーティングなどでも会員の方同士の交

流の機会はありますが、なかなか普段の姿までは

わからないもの。こうしたことから、会員紹介コ

ーナーを始めます。第 1回はこの方から。 

 

池田俊彦さん（愛称：重鎮） 
2015 年 5 月 24 日入会 

 

1999 年日本初のアドベンチャーレース・サロモ

ン・クロスアドベンチャーでアドベンチャーレー

スを始める。それ以前にもロードバイク・マウン

テンバイクのレースを数多く経験する。 2011 ア

ドベンチャーレース世界選手権 XPD Tasmania に

参加、5日目に足の皮が剥けてリタイヤを喫する。

その経験から GURNEY GOO（ガーニーグー）と

言うフットクリームの輸入販売を始める。 現在も

現役アドベンチャーレーサー。 

 

【本人より】 

トップで会員紹介コーナーに出させていただき光

栄です。これからも様々なイベントで会員の皆さ

んと交流していけたらと思います。 
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9.【 会 計 報 告 】 2018 年 決 算 
 

2018 年（2018.1.１－12.31）の決算は下記の通

りとなりましたことをご報告いたします。 

              （会計・江田京子） 

	

	
	

	

 2018 年の大きな出費は、エアボート DIY での

製作と JAA の T シャツ作成でした。	

 DIY 企画は、エアボートが実際に走行できるま

で続けていく予定です。また、JAA の T シャツ作

成では、多くの企業からご好意を頂戴することが

できました。現金ベースでの計上のため、2019

年に協賛金をお預かりした企業様の分は、2019

年収支に反映させていただく予定です。2019 年へ

の繰越し金は￥599,401 円となり、DIY 企画に必

要な資金を残すことができました。皆様のご協力、

誠にありがとうございました。 

	

10. 今 後のスケジュール 
 

下記に決定しました。是非ご参加ください！ 

JAA Meeting SUMMER 2019 in YAMANAKAKO 

2019 年 8 月 3 日(土)～4 日(日) 
JAA Meeting WINTER 2019 in TOKYO 

2019 年 12 月 26 日(木) 

	

11. 会 の 目 的 
	

 Japan Airboat Association は「日本国内におけ
るエアボートの普及や安全管理」を目的としてお

り、この目的を達成するために以下の 5 項目を柱

に活動して参ります。 
・Popularization: 各種イベントの実施 
・Safety: 航行マナー講習、整備講習の実施 
・Leisure: レジャー用エアボートの提案 
・Rescue: 救助用エアボートの提案 
・Volunteer: エアボートによる地域貢献、 
       災害時の救助活動の実施 

 

（編集担当/	関川香織	 レイアウト/	本田美津子）	


